交流ロボコン2008反省会議

宿泊施設について

· 全体的に見て良いとは思えない→決めるのも大変なんだろう。

· ご飯が美味しくなかった、一日三食では足りない

· 消灯が10時は早すぎる。→施設の方々に迷惑が掛かるから仕方ない？
· コンセントが少ない

· その他

ゲーム等を持っていくのは「交流」にならないからやめたほうが良い

レクリエーションがあっても良いと思う。体を動かしたい（FETキャンプファイヤー等）

ピットについて

· ピットがなくてもいいのでは。（大掛かりな工具は必要ない　例バンドソー等、ピットはマシンを作るところではない、ねじ絞め程度で→マシンを大会までに完成させる。）
交ロボ会議について

· 一年生の会議は高専ごとでまとまってしまって話が進まなかった。→代表二人ほどで充分では。
· 議長に余裕がなかったのかスムーズに進まなかった。

ルールについて
· 大きな変更が多かった。
· 早いうちにはっきりさせてほしい。

· ルールが難しい→運営が苦しくなる。→面白くなくなる。

参加メンバーから

一年生

＊黒澤　電池ボックスを持って行き過ぎる。（材料が足りなくなる？）
神永　回路が動かなくなってしまった。

横山　もっと練習しておきたかった。

吉井　PICが書ける環境と充電ができること。他高専ともっと交流したかった。

飯嶋　勝つことに集中しすぎて楽しめなかった部分があった。（ルールが悪い？）

三年生
大坪　交流を全くしていない。

四年生

大信　制作が間に合わなかった。交流できた。

深谷　チャットに参加できず意見が言えなかった。

佐藤　よいこのお約束が守れなかった。「魔女裁判」発言。いやらしくなく交流できた。

秋山　会計、代表三つの仕事は大変だった。
